
大会全日程 

 9 月 13 日（土） 
ワークショップ 

 9 月 14 日（日） 
大会 1 日目 

 9 月 15 日（月・祝） 
大会 2 日目 

        

        

    9:00～ 受付 
3 号館 1F 

 8:30～ 受付 
3 号館 1F 

    
   9:00～10:30 

年代別シンポジウム 
 

3 号館 301, 302 

9:00～10:30 
演題発表 

 
1 号館 3F, 4F 

 

10:00～ 
各種委員会 

 

10:00～12:00 
基調講演  

 

3 号館 301, 302 

 

   

10:45～12:45 
教育講演 

 
3 号館 301, 302 

     

      

 12:00～ 
ワークショップ受付 

 
5 号館 1F 

 12:00～13:10 
理事会 

 
6 号館 101 

 

   

12:50～13:50 
総会 

 

3 号館 301, 302 

 

13:00～18:00 

ワークショップ 

 
5 号館 2F, 3F, 4F 

 

13:15～14:45 
演題発表 

 
1 号館 3F, 4F 

 

   

   

14:00～16:00 
研修委員会企画シンポジウム 

 
3 号館 301, 302 

   

       

  

15:00～17:00 
30 周年企画ｼﾝﾎﾟ 

 
3 号館 301, 302 

15:00～17:00 
自主シンポジウム 
大会長企画スキ

ルブースター 
 

1 号館 3F, 4F 

 

   16:00～ 
閉会式 

     

     

     

         

   18:00～20:15 
懇親会 

 
クルーズ船 “セレブリティ 2” 

    

       

 

  

9:55 開会挨拶 



9 月 13 日（土）ワークショップ タイムテーブル 

 5 号館 

10:00～ 各種委員会 

12:00～ ワークショップ受付    5 号館 1F 学生ホール 

13：00～ 

18：00 

5 号館 201 

ワークショップ① 

 

あつまれブリーフの門－セラピー

がうまくなるための最初歩－ 

 

木場律志 

（甲南女子大学） 

法澤直子 

（やまき心理臨床オフィス 

長崎ルーム） 

5 号館 402 

ワークショップ② 

 

学校コミュニティに役立つ 

支援の知恵と工夫 

～ワークシートを用いて 

 

黒沢幸子  

（目白大学／KIDS カウンセリン

グシステム） 

5 号館 404 

ワークショップ③ 

 

アディクションとトラウマの 

解決志向アプローチ 

 

田中ひな子 

 （原宿カウンセリングセンター） 

5 号館 304 

ワークショップ④ 

 

システム論から考える、 

当事者不在の保護者面接 

 

赤津玲子  

（龍谷大学心理学部） 

 

 

5 号館 405 

ワークショップ⑤ 

 

ボディ・マインド・リスニングで 

読み解く「受容・共感・一致」 

 

小関哲郎  

（宇佐病院） 

5 号館 303 

ワークショップ⑥ 

 

ポリヴェーガル理論を 

ブリーフセラピーに活かす 

 

吉里恒昭  

（株式会社 DMW） 

5 号館 401 

ワークショップ⑦ 

 

支援力を高める対話の場 

－スーパービジョンで深める 

セラピストの技術 

 

久持修 

（やまき心理臨床オフィス）  

久保山武成 

（ルバート心理カウンセリング） 

5 号館 403 

ワークショップ⑧ 

 

組織における連携・協働 

～医療機関における tips より 

 

市橋香代  

（東京大学医学部附属病院） 

菊岡藤香  

（東京都立豊島病院） 

5 号館 302 

ワークショップ⑨ 

 

ナラティヴ分析法 

～その多様性とケア領域の 

研究での実行可能性について 

 

宮坂道夫  

（新潟大学大学院 

保健学研究科） 

 

  



9 月 14 日（日）大会 1 日目 タイムテーブル  

 
3 号館 3 号館 1 号館   

3F,4F 
6 号館 
1F 101 1F ﾌｰﾄﾞｺｰﾄ  3F 301, 302 

9:00～ 

 

受 付 

                 

 

 

10:00 ～

12:00 

基調講演 

（Zoom による中継：日本語通訳あり） 

 

Brent B. Geary, Ph.D（ミルトン・Ｈ・エリクソン財団） 

ミルトン・Ｈ・エリクソンのブリーフセラピーへの貢献 

－Utilization（活用）を中心に－ 

“Utilization and Other Contributions of Milton H. 

Erickson to Brief Therapy” 

12:00 ～

13:10  

 

理事会 

13:15 ～

14:45 
演題発表 

 

15:00 ～

17:00 
30 周年記念企画シンポジウム 

・自主シンポジウム 

・大会長企画スキ

ルブースター 

18:00 ～

20:15 
懇親会（クルーズ船 “セレブリティ 2”） 

 

 

  

9:55 開会挨拶 



9 月 15 日（月・祝）大会 2 日目 タイムテーブル  

 
3 号館 3 号館 

1 号館   
3F,4F 1F ﾌｰﾄﾞｺｰﾄ 3F 301, 302 

8：30～ 

 

受 付   

9：00～ 

10：30 
年代別シンポジウム 演題発表 

10:45 ～

12:45 

教育講演 

 

「遷延性悲嘆症の理解とケア」 

中島聡美 （武蔵野大学人間科学部/人間社会研究科 

教授、武蔵野大学認知行動療法研究所 所長） 

 
12:50 ～

13:50 
総会 

14:00 ～

16:00 
研修委員会企画シンポジウム 

16:00～ 閉会式 

 

 

 


